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氷上節子抽社（ひかみあねごじ
んじゃ）は、愛知県名古屋市緑
区にある神社。武内社で、熱田
神宮境外摂社。
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祭神

○官費蟻命（みやずひめの
みこと）

乎止与命の娘で、
日本武覚が東涯か
らの帰途に結ばれ
た。その後、日本武
尊が伊吹山へ出立
する隙に天叢霊剣
を預けられ、その死
後には剣を車高鎮
守し、後に熱圏の
地に謡ったとされ
る。

氷上嫡子神社
∴す：議． 鮭∴熊野誓誓、＝＿、＼、i 
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拝殿

所在地　　愛知県名古屋奇縁区大高町火上山1－3

憧置　　　北緯35度03分41．33秒

東経136度55分48．鎚砂

関連項目

○熱田神宮
○断夫山古墳一宮篭嬢の陵墓と伝わる。
細目烏古墳一日本武尋の陵墓と伝わる。

主祭神　　宮蓑楼台

社格等　　武内撞く小）

熱田神宮境外摂社

翻建　　（伝）第14代伸哀天皇4年

本殿の様式尾張造

例祭　　10月1日

地元では「お氷上さん」と呼ばれて篤く信仰されている。交通アクセス

歴史　　　　　　　　：諾議籠慧諾離籍欝鮒鮒
仲哀天皇4年、天火明命の子孫で尾張国造だった乎止与命（おとよのみこと）の館軸の地に創建された
と伝えられる。持統天皇4年（690年）に火上山の麓の現在地に遷座。旧社地には元宮社が鎮祭された

という。

かつてこの地は「火高火上（はだかひかみ）」と称しており、随喜副には「火上嫡子くぼのかみあねこ）

神社」と寵されている。この地域に火災が度々起き、永徳3年（1382年）には火上郷子神社が被害を受
けた事から「火高」を「大高」に、「火上」を「氷上」と改めたとも伝わるが、当社の由経書には「貞治3年
（1364年）の『尾張国内神名糊には「従一位上氷上茄子天神」と記されていた」ともあり、この部分は若
干混乱している。また、後に地名は「火上山」に複して現前こ至る。

電話、「捕手」とは「夫のない乙女」の意味で、日本語尊が東征の嬬遠に宮蟹怒命を偲んで詠んだ歌から
付けられたと言われている。

現在の本殿は明治26年（1893年）に補明進に建て替えられる以前の熱田神宮の別宮〇八剣宮の本殿を

移築したもので、戦災を免れた貴重な尾張進である。

末社

な境内末社

○元宮一祭神：雷篭媛命
営神明社一祭補：天照大神
意玉根社一祭神：少彦名命

祭事

書太々神楽（3月最終日曜日）
寡頭人薫く5月6日）
○大高斉田御田植祭（6月第4日曜日）
営大高斎田抜穂祭（9月28日）
書例祭（10月第1日曜日）
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